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感 謝 録 10月～12月

◎ 施設開放〈本園研修室等〉
三口新町東町会　　花里町会　　三口新町南町会

◎ 実習・体験
介護福祉士実務者研修（介護労働安定センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （万陽１名）
地域・在宅介護論実習Ⅱ
（金沢医療センター附属金沢看護学校）　  （プラザ２名）
地域看護活動基礎実習（金沢大学）　　　 （プラザ28名）
介護等体験（金沢学院大学）　　　　　  （あけぼの１名）

◎ 社会貢献活動
崎浦クリーン作戦（本園）
南小立野小学校ふれ愛リサイクル（本園）
内川スクールサポート隊（第三・ハビリ）
内川小中学校リサイクル活動（第三・ハビリ）

ご厚意ありがとうございました。

（順不同・敬称略）

　令和７年10月～12月の間に苦情はありませんでした。
　これからも何かお気づきの点がございましたら、お気軽
にお声がけください。

ボランティア
掲示板
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◆ ボランティア
●加賀さくら太鼓　宮井 昭雄
●ひがしMサロン　代表　林田 孝一
●ほたるの会　代表　藤原 光恵
●北陸学院大学　収穫感謝祭
●水引制作ボランティア　中村 恵理子
●岩田こうじ・けいこ 歌とギターのボランティア
●南小立野小学校 育友会　コーラスアップル ミニアップル

◆ 寄付物品の部
●小酒　睦子　　●山崎　奈央　　●高　　征裕
●ササユリ編み物サークル
●ハビリポート若葉・若竹 保護者の会

◆ 寄付金の部
●横井　順子　　●古田　秀一　　●糸屋　吉廣
●ハビリポート若葉・若竹 保護者の会
●崎浦ボランティアの会　　●JA石川県女性組織協議会
●令和７年度北國愛のほほえみ基金
　（社会福祉法人 北国新聞厚生文化事業団）
●令和６年度（第74回）NHK歳末たすけあいに係る助成金
 （社会福祉法人 石川県共同募金会）
●その他匿名６名

苦情受付状況について



陽風園フェスタ２０２５
令和７年10月25日㊏開催

平嶋理事
長

ご挨拶
平嶋理事

長

ご挨拶

職員余興職員余興

がんこうまい！！がんこうまい！！

司会の２人司会の２人

En-CouLeur（エンクルール）

ダンスショー
En-CouLeur（エンクルール）

ダンスショー

マロンくん
バルーンねり歩き
マロンくん

バルーンねり歩き

金沢大学JMCによる

ジャグリングショーもありました！
金沢大学JMCによる

ジャグリングショーもありました！

書道アーティストひで
書道パフォーマンス
書道アーティストひで
書道パフォーマンス

　10月25日㈯に、陽風園フェスタを開催いたし
ました。当日は天気も良く、多くの皆さまにお越
しいただき、イベント会場、模擬店、各コーナー
等、賑やかで笑顔の溢れる時間となりました。

　会場内の各コーナ
ーは終始にぎわい

を見せ、飲食コーナ
ーでは売り切れる

など、予想を上回る
反響となりました。

　ご来場いただいた
皆さま、ならびに

開催にご協力いただ
いた関係者の皆さ

まに、心より感謝申
し上げます。

金澤百万石武将隊
前田慶次郎さん
金澤百万石武将隊
前田慶次郎さん 各コーナー各コーナー
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topics 各施設状況報告

養護老人ホーム  向陽苑 崎浦

今 回は、ホテルランチへ行こう！ということで、KKRホテル
金沢で和食ランチを楽しんできました。ジャケットを着

て、おしゃれした方もいて、お食事はお刺身に天ぷら、お吸い
物に炊き込みご飯、炊き合わせにフルーツもあり、盛りだくさ
ん。彩りもきれいでテーブルの周りはおいしい笑顔でいっぱい
になりました。お腹も心も満たされたランチ会でした。

養護老人ホーム  向陽苑 木曳野

11 月19日㈬秋の旅行で富山の『ますのすしミュージアム』へ行ってきました。久しぶりの遠出と現地でのお食事にワクワクと期待に
胸をおどらせながら出発しました。到着してすぐにランチタイム、山
海の幸を中心とした華やかな会席御膳に皆さん大変喜ばれていました。
　また12月17日㈬の「年忘れ会」には近隣のみなとこども園の年長さ
んが来苑。利用者様はお歌を披露する子どもたちの姿にほっこりされ、
子どもたちとの手遊びに今年も元気を頂くことができました。元気を
くれた子どもたちに木曳野サンタからメリークリスマス！一人ひとり
にプレゼントを渡すと、振ってみたりお鼻に近づけたりと興味津々の
様子。心ばかりの贈り物でしたが喜んでもらえたかな？と思います。
　12月24日㈬は今年の締めくくりとなった衣類販売会。新しい服で新
年を迎えようと皆さん熱心に品定めされていました。2026年は【うま
年】。干支である馬の如く素敵なスタートが切れ（着れ）そうです。

特別養護老人ホーム  万陽苑

年 ２回の恒例行事となりました「パン祭
り」を11月に開催いたしました。人気店

のマーブルパンや柔らかく食べやすいパンを
それぞれ数種類ずつ準備し、利用者様それぞ
れが食べたいパンを選んで食べる趣向で、皆様毎回楽しみに
している企画の一つとなりました。食べる楽しみ、選ぶ楽しみ
に、美味しい嬉しい笑顔が溢れるひと時を過ごしていただけま
した。パンが食べられない、食べにくいという方には、特製
プリンを提供させていただきました。

特別養護老人ホーム  第二万陽苑

地 域の飲食店のご協力をいただき、定期的
に出前ランチを実施しています。利用者

様ご自身が食事を選ぶ楽しさを味わいながら、
特別感のあるお食事の時間を過ごされました。
当日は、自然と会話も広がり、終始和やかな雰
囲気に包まれていました。今後も、日々の暮ら
しに彩りを添える取り組みを大切にしてまいり
ます。

特別養護老人ホーム  第三万陽苑

園 芸の集いでは、さつま芋づくりに挑戦するため、夏前
に苗を植え、収穫を10月に行いました。利用者様が

ワクワクしながら掘っていると、思った以上に小振りなさ
つま芋に皆で大笑い。笑顔をいっぱい収穫できました。
　11月に入り、肌寒さはありましたが、秋晴れの下、中庭
で焼き芋パーティーを開催しました。炭火の匂いとさつま
芋の焼ける甘い香りが食欲を誘い、口いっぱいに頬張る焼
き芋に、またホクホク笑顔が見られました。

陽風園地域福祉プラザ

陽 風園デイサービスセンターでは、12月に毎年恒例クリ
スマス会を開催しました。

　ロールケーキに生クリームを絞ってフルーツでデコレー
ション。コーヒーを飲みながら甘～いケーキを皆様ペロリと
完食されていました。
　喫茶の後は、サンタとトナカイが登場！利用者の皆様にさ
さやかなプレゼントをお届けしました。皆様でクリスマスソ
ングを歌ったり、ビンゴ大会も行
われ、大いに盛り上がりました。

崎浦ランチ会

専 門の講師の方をお招きして、いきいき体操教室を開催
しました。分かりやすく楽しいご指導のもと、利用者

様みんなで気持ちよく身体を動かし、賑やかな時間となり
ました。2026年も健やかに楽しい一年を過ごせますように。

身体を動かして元気に
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topics 各施設状況報告

イ ベント販売が落ち着き、今年１年の疲れを癒す忘年会を
12月10日㈬に開催いたしました。歌うことの好きな

利用者様が多いことから、カラオケボックスで昼食をとりな
がら、３時間コースの歌い放題、ドリンクバー付きでカラオケを
満喫していただきました。普段、大勢の前では歌うことが苦手
な方も少人数だと歌うことができ、たくさんの笑顔を見ること
ができました。
　今年度は軽作業・焼菓子・漬物の各作業が順調に売り上げを
伸ばすことができています。これもあけぼの作業所を利用して
くださるお客様や、支えてくださる園の職員のおかげです。

み ずきこども園では日本ならではの行事や文化を感じて
欲しいという願いから毎年、年長児が繭玉を作り、お正

月を迎える準備をしています。繭玉をつける柳の木は今年も
金沢市の緑と花の課のご協力を頂きました。繭玉となる紅白の
お餅を枝につける時には自分達で量を調節してちぎったり、
手のひらでコロコロと転がしたりして丸く形を整えていきます。
 「これくらいかな？」「ピンク、白って順番だよ」「なんかお餅
みたいで食べたくなるね」など柔らかさや匂いも感じていま
した。丁度良い具合が大切なことに子ども達は自分の経験を通
して気が付いたようです。

就労継続支援B型  あけぼの作業所

認定こども園  みずきこども園

12 月18日㈭三陽ホームでは利用者様への労いを込めて毎年恒例となっている年忘れ
会が開催されました。

　今年の年忘れ会では箱の中身を当てるゲームを準備しており、勇気ある６名の利用者様
が参加されました。司会の職員が「噛みつかれるかもしれないので気を付けて下さい」「そん
なにグイグイいって大丈夫ですか」などと不安を煽っているにもかかわらず、ぬいぐるみや
パイナップルをわし掴みにする参加者の姿に、皆様の笑顔が絶えませんでした。
　ゲームの後はビンゴ大会が催され、景品が当たり「ありがとうございます」と喜んでいる方
や「なんかすみません」と恐縮される方、景品が当たらず「4つもリーチになったのに」と悔し
そうにされている方や「楽しかった」と笑っている方など、皆様表情豊かに楽しまれていました。
　皆様の生活が彩り豊かなものになるよう、これからも支援していきたいと思います。

障 害者支援施設ハビリポート若葉・若竹及びハビリポート
若葉共同生活援助サービス（グループホーム）それぞれ

において、利用者様及びご家族、地域関係者等の皆様にご出席
いただき、地域連携推進会議を開催いたしました。地域連携
推進会議は、地域と施設等が連携することにより、利用者様と
地域との関係づくり、地域の方への施設等や利用者様に関する
理解の促進等を行うことを目的としています。
　施設見学及び意見交換では、利用者様の日常生活の様子や
職員の支援、自然災害への対応や虐待防止に向けた取り組み
等を説明し、ご意見やご質問をいただきました。利用者様から

救護施設  三陽ホーム

障害者支援施設  ハビリポート若葉・若竹
も、緊張した面持ちながら自発的な発言や質問への返答があり、
当事者の声を届けていました。活発な意見交換を通じて、障害
のある方や施設への理解を深めていただく機会となり、地域が
抱えている課題と連携の
重要性を改めて共有する
こともでき、大変有意義な
機会となりました。
　なお、本会議の議事録
は、陽風園ホームページに
おいて公表しております。

皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。
　今後とも、皆様のご支援をどうぞよろしくお願いいたします。
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　令和７年10月21日㈫から23日㈭にかけて開催された
第43回全国社会福祉軟式野球大会（大阪大会）に、陽
風園野球部が出場しました。本大会は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、６年ぶりの開催となりました。
　初日の開会式後に組み合わせ抽選会があり、初戦は
中国ブロック代表・広島養護に決定しました。広島養護
は本大会最多の出場回数を誇る、実績ある強豪チームで
す。陽風園野球部にとっても大きな挑戦となりました。
　初戦は雨が降り続く悪天候の中で試合が行われました。
３回に先制を許した直後、表（万陽）の特大ホームランで
同点に追いつきます。４回には、角田（事務局）の二塁打
をきっかけに、向田（万陽）のエンドランで２対１と逆転
に成功。しかし５回に再逆転を許し、２対３のまま最終回
を迎えます。
　敗戦が目前に迫る中、土壇場で菖蒲（第三）の同点
タイムリーヒットが飛び出し、試合は延長戦へ。延長で
は再び１点を失いますが、その裏、満塁の好機から上田
（万陽）が同点打を放ち、さらに村中（第二）が相手の
ミスを誘う内野ゴロで、劇的なサヨナラ勝ちを収めま
した。要所での一打だけでなく、進塁打や粘り強い四球
選びなど、全員が役割を果たした、まさにチーム一丸
での勝利でした。

　雨の中、約30分後に行われた次戦では、開催地代表
のみなと寮（大阪）と対戦しました。終盤まで粘り強く
戦いましたが、前試合からの疲労や負傷の影響もあり、
０対３で惜しくも敗戦となりました。
　大会前に行った決起集会では、主将の菖蒲から「行く
からには１勝しよう」という言葉がありました。コロナ禍
以前はベスト４進出を目標としてきましたが、この数年
間は世代交代も進まず、公式戦への参加も限られていま
した。そのような状況の中で挙げた今回の１勝は、チー
ムにとって非常に大きな意味を持つものとなりました。

　

　全国大会で勝利を収め、一人ひとりと握手を交わす
瞬間は、何よりの喜びです。来年は金沢市で全国大会が
開催予定です。再びこの喜びを分かち合える機会が訪れ
ることを願っています。
　最後に、快く送り出してくださった各施設の皆さま、
帯同し支えてくださった関係者の皆さま、そして温かく
見守ってくださったすべての方々に、部員一同、心より
感謝申し上げます。

第43回全国社会福祉軟式野球大会　結果報告

　令和７年11月８日㈯に石川県産業展示館３号館で開催され
た「介護技能グランプリ」に、第三万陽苑の能川明与介護員が
出場しました。
　介護技能グランプリとは介護職員等が食事・入浴・排泄など
日常介護に関する介護知識や技能を競い合うことにより、介護
技術の向上を図るとともに、県民に介護への理解を深めること
を目的とし開催しています。能川介護員は「食事部門」で出場
し、持てる知識・技能を競い合いました。（参加者数：食事部
門６名、入浴部門６名、排泄部門６名　合計18名）

結果は…！

 技能賞を受賞 しました！！

おめでとうございます！！
　日々の業務で忙しい中、その合間を縫って練習
に励んだ成果が出たと思います。おめでとうござ
います。また、練習の協力や、応援に駆け付けて
いただいた皆さんも、本当にお疲れ様でした。

介護技能グランプリ結果報告
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くださるお客様や、支えてくださる園の職員のおかげです。

み ずきこども園では日本ならではの行事や文化を感じて
欲しいという願いから毎年、年長児が繭玉を作り、お正

月を迎える準備をしています。繭玉をつける柳の木は今年も
金沢市の緑と花の課のご協力を頂きました。繭玉となる紅白の
お餅を枝につける時には自分達で量を調節してちぎったり、
手のひらでコロコロと転がしたりして丸く形を整えていきます。
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12 月18日㈭三陽ホームでは利用者様への労いを込めて毎年恒例となっている年忘れ
会が開催されました。

　今年の年忘れ会では箱の中身を当てるゲームを準備しており、勇気ある６名の利用者様
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のある方や施設への理解を深めていただく機会となり、地域が
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　なお、本会議の議事録
は、陽風園ホームページに
おいて公表しております。

皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。
　今後とも、皆様のご支援をどうぞよろしくお願いいたします。
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感 謝 録 10月～12月

◎ 施設開放〈本園研修室等〉
三口新町東町会　　花里町会　　三口新町南町会

◎ 実習・体験
介護福祉士実務者研修（介護労働安定センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （万陽１名）
地域・在宅介護論実習Ⅱ
（金沢医療センター附属金沢看護学校）　  （プラザ２名）
地域看護活動基礎実習（金沢大学）　　　 （プラザ28名）
介護等体験（金沢学院大学）　　　　　  （あけぼの１名）

◎ 社会貢献活動
崎浦クリーン作戦（本園）
南小立野小学校ふれ愛リサイクル（本園）
内川スクールサポート隊（第三・ハビリ）
内川小中学校リサイクル活動（第三・ハビリ）

ご厚意ありがとうございました。

（順不同・敬称略）

　令和７年10月～12月の間に苦情はありませんでした。
　これからも何かお気づきの点がございましたら、お気軽
にお声がけください。

ボランティア
掲示板
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◆ ボランティア
●加賀さくら太鼓　宮井 昭雄
●ひがしMサロン　代表　林田 孝一
●ほたるの会　代表　藤原 光恵
●北陸学院大学　収穫感謝祭
●水引制作ボランティア　中村 恵理子
●岩田こうじ・けいこ 歌とギターのボランティア
●南小立野小学校 育友会　コーラスアップル ミニアップル

◆ 寄付物品の部
●小酒　睦子　　●山崎　奈央　　●高　　征裕
●ササユリ編み物サークル
●ハビリポート若葉・若竹 保護者の会

◆ 寄付金の部
●横井　順子　　●古田　秀一　　●糸屋　吉廣
●ハビリポート若葉・若竹 保護者の会
●崎浦ボランティアの会　　●JA石川県女性組織協議会
●令和７年度北國愛のほほえみ基金
　（社会福祉法人 北国新聞厚生文化事業団）
●令和６年度（第74回）NHK歳末たすけあいに係る助成金
 （社会福祉法人 石川県共同募金会）
●その他匿名６名

苦情受付状況について


